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プ ロニスワフ ・ピウスツキの不 本意 な旅路

井 上 紘0*

 プ ロニス ワフ ・ピウス ッキは,1866年11月2日,リ トワニアに生 まれ,1918年5月

17日(推 定),パ リにて自殺を遂げた。 彼は この間 に,リ トワニアか らペテル ブルグ

へ・ペテルブル グか らはオデ ッサ,ス エズ運河を経てサハ リン(樺 太)島 へ
,そ の後

は日本 に一時滞在 した後,太 平洋,北 米大陸,大 西洋を横 断 して懐か しの祖国ポ ーラ

ン ドへ帰着す るとい う形で,東 回 りの世界一周を 「ほぼ」果 た して いる[井 上1983a]
。

こ こで 「ほぼ」 と付記す るのは,以 下 の理 由による。

 当 時のポー ラン ドは,ロ シア,プ ロイセ ン,オ ース トリア三国 によ って分割 されて

おり,ピ ウスッキが世界周航 の果て に辿 り着 いたの は,オ ース トリア領の ポーラン ド

(ガ リツィア)だ ったのである。彼 はその後 も,ロ シア領 に編入 されていた故郷の リ

トワニ アはおろか,ワ ル シャワへす らも出向いた形跡がな い。従 って,リ トワニ アに

発 した彼の旅 はガ リツィアで終わ り,ポ ー ラン ド内を走 るロシア とオース トリアの国

境が,彼 に世界一周の完遂 を断念 させ る結果 となったのであ る。 ピウスッキは望郷の

思 いを胸 に秘 めて,ひ たす ら東へ向か って歩 き続 けた旅人であ った。 もしも地球が丸

いな ら,彼 は出発地へ戻 れた筈 であるのに,彼 にとっては地球が決 して 「丸 く」 はな

か ったのである。

i. リ トワ ニ ア に て

 第 三 次三国分割下で最大 かつ最後 のポー ラン ド蜂起(1863年)の 硝煙 もいまだ消え

や らぬ頃,リ トワニ アの首 都ヴ ィリニ ュスの北東60キ ロにあるズ ーウフの荘園 におい

て プロニス ワフは瓜 々の声 をあげた。父親 はユゼフ ・ヴィ ンツェ ンテ ィ ・ピョ トル ・

ピウス ツキ,母 親 はビル レヴ ィチ家 より嫁 いだマ リア ・ピウス ツカ。プ ロニスワフは

第三子の長男であ り,正 式 にはプ ロニス ワフ ・ピョ トル と命名 された。翌1867年 には,

弟 ユゼフ ・クレメ ンスが誕生 している。 この年子の弟 は後 にポーラン ドの国家再興 に

挺身 し,1918年 に はそれを成就 させた人物 である。ユ ゼフは第一次大戦後 も 「ピウス

ッキ元帥」 として世界中にその令名を轟かせ,ヒ トラ0,ム ソ リー二,フ ランコに伍
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して欧州 の4独 裁者 の0人 に列せ られ た事 もあ った[井 上 1983b:24;木 村 1961:

346]。

 そ もそも ピウス ッキ家は由緒正 しい リトワニァ士族(シ ュラフタ)の 家柄 で,母 マ

リアの実家 も リ トワニァの名門 ビル レヴ ィチ家 だったか ら,世 が世なればプ ロニス ワ

フには何 不 自由ない暮 らしが約束 されていた筈 である。 しかるに隣…国の三列 強によっ

て国を奪 われたポー ラン ドは疲弊 し,あ まつさえ度重な る蜂起の結果,国 土 は荒廃 の

極み に達 していた。作家東海散士(柴 四郎)は この ポー ラン ドの惨状を 『佳人 乃奇

遇』 で共感 を込 めて活写 して いる。 ピウスツキ家 も例外 ではなか った。 父 ユゼ フは

1863年 の蜂起 に地方指導者の一人 として参加 し,そ の真直中 にマタイ トコであるマ リ

アと秘 そやかに結婚式を挙げたのであるが,近 親婚 の故 に特赦状 を得 るため奔走せね

ぱな らなか った と伝え られ る。蜂起 が鎮圧 され るや,ユ ゼフは妻 の相続地 ズーウフに

身を隠 し,農 園 の経営 に当た った[井 上 1983b:30-31;CiARLICKI l979:11-12;

J昇DRzEJEwIcz l977:15;sIERoszEwsKI 1921:vIII-Ix]。 ズ ーウフは農地 と森

林 を併せ ると3万 工一カーの荘 園で,平 家建 ての屋敷の切妻正面 は,白 塗 りの柱 が古

典様式の ペディメン トを支 える瀟洒な構えであ った。 この木造 の母屋 には食堂,寝 室,

サ ロン,ビ リヤー ド室,読 書室 など部屋数12を 数え,そ の他 に玄関 ホール,廊 下,食

器室,食 料庫 も備わ っていた。母屋のす ぐ裏 には別棟で炊事場 と貯蔵庫が立 ち並び,

母 屋の左手 に続 く堂 々とした菩提樹の並木 の外れ には来客 と使用人のための離れ が建

っていた。荘園には さらに,美 しい木立 ちに池 を配 した庭 園 もあって,子 供た ちの格

好の遊び場 とな った。屋敷 のす ぐ裏手 には松や縦 の欝蒼 と茂 る広大な森 林が迫 り,時

として熊が迷 い出た と言 う[PExCZYIVSKA 1934:142-144。 この論文には6葉 の写

真 が 掲載 されている。HUMPHREY l936:18-19;LANDAU l930:15-16;PAT-

TERsoN  l935:22-23]o

 農 学 を修 めていたユゼフは,水 を得 た魚の ように,こ こで多角的機械化農業 の実践

に乗 り出 し,つ ぎか らつ ぎへ と醸造工場,酒 倉,酵 母工場,蒸 気製粉所,松 根油工場,製

材所 などを開業す るも,い ずれ も経営不振 に陥 り,負 債は募 る一方 であ った。 しか し

なが ら,父 親の理念の所産 であるこれ らの工 場経営 は,そ れを至近距離 で観察 したプ

ロニスワフに機 械 に対する関心 と進取の気性 を育 てなか っただろ うか。 また父親 は折

りにふれて趣 味の ピアノを家族 に弾 いて聞かせ たと言 う。プ ロニスワフが後 にサハ リ

ンで立証 した 「耳 の 良 さ」 も父 の ピアノのお蔭 ではな いかと思 われ る[HUMPHREY

1936:20;PATTERsoN l935:20;SIERoszEwsKI 1921:IX]。

 ズ ーウフでは年子 の弟 ユゼフに続いて,3人 の 弟妹 が相継 いで誕生 し,都 合7人
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(女3,男4)の 子 供たちの養育は専 ら母親の手 に委ね られた らしい。弟 ユゼ フは後

に,母 マ リアか ら受 けた教育 につ いて次 のよ うに語 って いる。

 「私た ちの母 は不屈の愛 国者 で,蜂 起 の失敗 が もた らした苦痛 と絶望を私 た ちに敢

えて隠そ うとしないばか りか,ま さにわが国の敵 との さらなる戦 いの必要性 を力説す

る教育を行 った。私た ちが幼少 の頃よ り,母 はわが国 の偉大な詩入 たちの作 品,そ れ

も特 に禁止 されている作品を語 って聞かせ,ポ ー ラン ド語の書 物だけを買 って くれた。

わが国の大詩人 の うちで母が最 も愛 したのは,ク ラシンス キだ った。(中 略)母 は私

たちに自立 した思考力を培い,個 人尊厳の感覚 のS養 に努めた。 この感覚 は私 の心中

で後に,次 の ように定式化 されていった。"人 間 と呼ぶに値するのは,確 かな信念 を

持 ち,そ れを 結末 に こだわ る 事 な く行動 に移 すのに 成功 す る 者 だけで ある。"」

[PlxSUDSKI, J. 1931:11-12ユ

 兄 プロニス ワフも同 じ愛国教育を体験 した筈 であ る。マ リアはこれ らの禁書 を 自分

だけが知 る場所 に秘匿 していた。国禁書の所 持は,も しも発覚すれば シベ リア流刑 と

相場が決 まっていたか らである。 マ リアは幼い子供 た ちを集めては,禁 書を朗 読す る

のを常 と していた。その レパ0ト リーにはポーラ ンドの栄華を印 した偉人 ・王侯列伝

や,ポ0ラ ン ド蜂起 の英雄で アメ リカ独立戦争 にも参加 して武勲のあ った,リ トワニ

ア生 まれ のコシチュー シコの話などが含まれたが,就 中マ リアはポー ラン ドの三大詩

人(ク ラシンスキ,ス ウォヴ ァッキ,ミ ッキェヴィチ)の 詩を力を込めて朗詠 した。

だが,そ の途 中で来客を告げ る馬車 の鈴が響 くか,見 知 らぬ人 の来訪がある と,こ の

ささやかな 「陰謀」 は即座 に中止 となり,国 禁書 は素早 く元の場所 に しまわれ るのだ

った[HuMPHREY l936:24;PATTERsoN l935:23]。 ユ ゼフ ・ピウスツキの伝記

作家ハ ンブ リ0は マ リァの躾が とて も厳 しかった事を次 のよ うに伝えている。子供た

ちは 「例 え誰 であろうとも,人 を自分 よ り劣 る者 と見てはな らなか った。使用人 には,

子 供たちが礼儀正 しく頼まない限 り求 めるもの を渡 してはな らぬ と申 し付 けてあ った。

長男のプ ロニスワフは生真面 目な少年 で,勉 強 にのみ興味を示 した。ズー ラと愛称 さ

れたゾーフィアとジュークという愛称 のユ ゼフはなかで も最 も活発で,大 の仲良 しだ

った」[HUMPHREY 1936:22]。 もの静か で心や さ しいプ ロニス ワフと敏捷果敢 で

統率力に恵 まれた弟ユゼ フの性格の違 いは幼 時よ り歴然 としてお り,プ ロニス ワフの

人格形成 と生 きざまの選択 を考え るさいには充分留意 す る必要が ある[井 上 1986:

29]。

 子 供た ちが成長す ると,一 人 のスイス女性 が住込 みの家庭教師 と して雇われた。彼

女 は子供た ちにフ ランス語 と ドイツ語の手 ほ どきを した。けだ し,こ の時代 の ピウス

                                     47
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ツキ家ほどの資産家な らば,そ れはどこにで も見 られた事である。 しか しなが ら,ポ

0ラ ン ド語 を母語 とす るプ ロニス ワフの最初 に学 んだ外国語 が
,同 じス ラヴ系 の ロシ

ア語 でな くて,仏,独 語 だ ったのは,特 筆 してお く必要があ ると思 う。 この学 習体験

は,後 にサハ リンで未知 の言語 を独力で学び始 めた時に,か な り役立 った と考 え られ

るか らである。

 ズ ー ウフにおけるピウスツキ家 の生 活は,上 述の ような父親 の事業不 振があ ったに

せ よ,両 親が幼 い子供 たちに囲 まれて団藁を楽 しむ,曲 が りなりにも幸せ な家庭のそ

れであった ろう。 しか し,幸 福は永 くは続 かなか った。

 1874年7月4日,両 親や使用人 が出払 って,子 供たちだけで留守番を していたズー

ウフに火事が発生 したのであ る。折 りあ しく吹 き荒れた南東風が,火 元 の貯蔵庫か ら

母屋へ と火 の手 を延 ば し,み るみ る内に,母 屋の北側に位置す る新築 中の別館,刈 り

入れた ばか りの穀物を積み上げた納屋,製 粉所,そ してその他の工 場まで焼 き尽 くし,

さ らには付近 の森林す らも数 キロにわた って延焼 させて しま った。母屋の周辺で焼 け

残 ったのは,風 上 にあ って しか も母屋 とは並木で隔て られた離れ と,皮 肉な事 に母屋

に最 も近 い炊事場だけである。父親 は,注 文 してあ った大型 ボイ ラーを 引取 るために

30人 の男衆 を連れ てヴ ィ リニ ュスへ 出掛 けていたので,消 火はおろか,家 財道 具を運

び出す人手 に も不足す る有様 で,焼 死者 の出なか ったの は不幸 中の幸 いであ った。か

くして ピウスツキ家は着 の身着 の儘で焼 け出 されて しま った訳 である。暫 くは延焼を

免 れた離れに避難 した ものの,結 局,一 家 は首都 ヴ ィリニュスへ 引 っ越す事にな った

[HuMPHREY l936:25;J恩DRzEJEwlcz l977:18;PATTERsoN l935:25;

PExCZYﾑSKA l934:144-145;SIERoszEwsKI l921:IX-X]。

 10世 紀 以来の歴史 を持つ古 い都会ヴ ィ リニュスには,ゲ デ ィミナス王朝が14世 紀 に

ここを首都 に定 めて以降陸続 と造営 されて きたゴチ ック,新 古典,ル ネ ッサ ンス,そ

して最 も多 いバ ロ ック風の建造物が軒を連ねており,町 全体が建築史の博物館の よう

な観を呈 している。 もし町 を一望の もとに見下 ろす丘に立つ な らば,「 寺院 の町」 の

異名通 り,カ トリック,ギ リシャ正教,ユ ダヤ教の寺院の円塔や尖塔が所狭 しと林立

するのを見いだすであろう。 ここはま さに 「西 と東の出会 うところ」 なのであ る。

そのことは住民 の民族構成 にも窺 う事 ができた。 ここでは ポー ラン ド人, リ トワニ

ア人,ユ ダヤ人,白 ロシア人,タ タール人 の上 にロシア人が君臨 していたのである

[HuMPHREY l936:26;PATTERsoN 1935:26-27]。

 8歳 の プ ロニス ワフがヴ ィ リニ ュスに転居 して きた頃は,ロ シア化政策が進捗 し,

多 くのカ トリック教会が ロシア正教会 の看板を掲げ,あ る寺院は ロシア軍の将校用賭
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博場へ,ま た由緒正 しい修道院は兵営へ と変 身 していた。宮殿 も例外でな く,壮 麗な

装 飾は取 り外 されて監獄,病 院,政 庁 と して利用 されていた。劇 場 も閉鎖 され,街 路

には至 るところ 「ポー ラン ド語 の 使用 を 禁ず」 との布告 が掲 げ られた[HUMPHREY

1936:26-27;RADDEwAY 1939:12]。 ズ ーウフの片 田舎 で両親の手厚 い保譲の も

とにポーラン ド文化 を 享受 して きたプ ロニス ワフの 目には,こ のむ くつ けき 「ロ シ

ア」が どのよ うに映 ったで あろうか。 それは ともか く,彼 を取 り巻 く社会的環境 はこ

こで一変 したのである。

 ピ ウス ツキー家 はユダ ヤ人地区近 くの中流家庭用 アパ ー トに入居 した。残 された写

真 によると,こ のアパ ー トは二階建ての棟割 り長屋 の一隅を 占め,上 下階 を併せて も

恐 らくは5部 屋 に満 たないであろ う。 ここに親子9人 が寝起 きを始 めた訳 で,ズ ーウ

フの屋敷 とは雲泥 の差であ る[HUMPHREY l936:27]。 母 マ リアは蒲柳の質 にもか

かわ らず,こ こで も相継 いで さらに5人 の子供 を出産(双 子の末 っ子 は命名を待たず

に死亡),さ なきだに逼迫 した一家の経済 は一層苦 しくな って いった。 そのた めもあ

ろ うか,一 家 は転 々と転居を重ねてい くが,興 味深い ことに,「 広 い面積 を占め るユ

ダヤ人居住 区か ら遠 く離れ ることは決 してなかった」[REDDAWAY l939:11]。

 1877年9月,10歳 を 迎えたプ ロニス ワフは年子 の弟 ユゼフとともに,ヴ ィル ノ第一

高等 中学校(ギ ムナジ ウム)へ 揃 って入学 した。 これはロシア人教 師が ロシァ語で教

える,い わゆ るロシア ・ギムナ ジウムであ るが,高 等教育を志 すポー ラン ド人子弟は,

も しも国外 へ留学で も しない限 り,こ こで学 ぱざるをえない仕組 みになっていた。無

論,「 一人の皇帝,一 つの信仰,一 つの言語」を強要す るロシア化政策の 「成 果」 で

あった[HuMPHREY 1936:28;PATTERsoN l935:28;REDDAwAY l939:12]。

例 えば,ミ ツキェヴィチ,ス ウォヴ ァッキ といった詩人 も学 んだ,輝 か しい伝 統を誇

るステ ファン ・バ トー リ大 学(ヴ ィリニュス大学)は,1831年 の蜂起の後で閉鎖され,

ゴ チ ック,バ ロ ック,ロ ココ,古 典様式の建造物の メ ドレー として名高い建物 だけが,

ロ シア ・ギムナジウムの校舎 として使用されていた。他 ならぬ このギムナジウムヘ ビ

ゥスツキ兄弟 は入学 したのだ った[Plx$UD$KI, J.1931:lo]。 だ か ら,妙 な巡 り合

わせだが,プ ロニス ワフは これ ら愛国の詩人 と 「同窓」 と言 うことになる。

 ギムナ ジウムでは,ロ シア語で教育が行 われるだ けではなか った。 ポーラン ド語 を

一語で も発す ると処罰 され るばか りか
,祝 祭 日にはカ トリック教徒 の生徒を ロシァ正

教会へ赴 かせ,ロ シア皇帝 のためにロシア語 で祈祷を行 う事まで も強制 したのであ る

[REDDAwAY l939:12]。 カ リキュラムには宗教,ロ シア語 ・ロシア文学,論 理学,

ラテ ン語,ギ リシャ語,数 学,物 理学,歴 史,地 理,(選 択)ド イッ語か フランス語
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と いった教科 目があ った[JEDRzEJEwlcz 1977:32-33,通 信 簿 に記載の順序通 り]

が,恐 ら く,宗 教 と歴史 の時間 が最 も苦痛であ った ろう。ポー ラン ドの宗教(カ トリ

ック)と 歴史 の教育 は,母 マ リアが引 き続 いて家庭で行 った。

 1922年,ワ ル シャワで ユゼフ ・ピウスッキ陸軍大臣 と会見 した新渡戸稲造 は,そ の

会見録 を 自著 『偉人群像』 に収 めている。大臣(つ ま りプ ロニス ワフの弟 ユゼフ)は

そこで,恐 らく自 らの体験 に基づいて,ポ ーラン ドの歴史 を守 る女性 の役割を以下の

ように高 く評価 す るのである。

 「左様,記 憶力 の弱 い輩 の中には,国 を忘れた者 もあ りま した らう,殊 にポー ラン

ドの歴史 も文学 も,言 語 も圧政的政府 のために消え失せん としたこともあ りま したか

ら。そ こにゆ くと婦人の力 は偉 いものであります。女性 は大体保守的であつて,執 着

の念が深いか ら,学 問以外 の力を以て歴史 を保存 して くれます。 ポーラン ド語を学校

で禁 じて も,家 にあつ ては母が故国の言葉で話を して くれ,昔 噺 も,子 守歌 も,ポ ー

ラ ンド語 で して くれ るか ら,無 意識にポー ラン ド魂が胸中に植 ゑ られて これが潜在意

識 とな り,記 憶の根底 を作 り,成 長す ると共 に,こ の魂 も深 まる」[新 渡戸 1935:

133]。

 ポ ーラン ド女性 の指南 よろ しきを得 て育 まれた ピウス ツキ兄弟 のポーラン ド魂 は,

次 第 に外へ向けて,理 不尽 な ロシア支配 から自 らを衛 る社会 的活動へ向 けて,胎 動 し

は じめた。 これには ロシァ ・ギムナジウムの教育体 制及 び教育 それ 自体が,優 れ た

「反面教 師」 とな っているが,片 鱗 は既 に述べてあ るか ら,深 入 りは避 ける。 それよ

りも彼 らが何 をな したか の方が,こ のさいは重要 と考えるか らである。

 ま ず第0に は,ス プーイニ ャ(ポ ー ランド語 で団結,結 合を意味す る)と 称す る学

習 サークルの結成 を挙 げね ばなるまい。

 1882年 の春,中 学5年 生の プロニスワフとユゼ フは友人 のヴィ トル ト・プ シェガ リ

ンス キと語 らい,学 校 当局や警察が所持 も閲読 も厳禁 している書物を読む事 を通 じて,

「視野を広 げ,愛 国 の気運を堅めかつ深め る」[PoB6G-MALINOWSKI 1935:45]た

め にスプイーニ ャを発足 させたのである。初仕事 は各 自の蔵書 をプシェガ リンス キの

部屋 に持 ち寄 って,非 合法図書館の開設であ った。初代 の議長 にはプ シェガ リンスキ

がな るが,ほ どな くプロニ スワフが二代 目に就任 した。 ユゼフは当初余 り熱心な会員

ではなか った。蔵書数が増え ると,図 書館 はピウスツキ家 に移 された。1年 後の1883

年2月 には,月 額50コ ペ イカを納める会員が16名 に増 えるが,殆 どは公教育 にも家庭

教育 にも飽 き足 らな くな ったヴ ィ リニュスの中学生 である。活動が軌道 に乗 って くる

と,ペ テルブル グの学生革命組織を通 じて最新 の非合法 出版物 も購入す るようにな り,
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同年 の末 には蔵書数が1000冊 に も達 す る勢 いだ った。当然の成 り行 きと して,「 例会」

と称 す る非合法の会合 が活動の 中心 とな ってい った。 これは読 後感を 「自由に」語 り

合 い,討 論す るのが目的 だったが,や がて講読 にも力が注がれるようになり,ダ ー ウ

ィン,バ クス レー,コ ン ト,ス ペ ンサーなどを読む0方 で,学 校 では教えないポー ラ

ン ドの歴史,特 に蜂起の歴史 を熱心 に播 いた[GARLIcKI 1979:18-19;HUMPHREY

l936:32;PoB6G-MALINowsKI l 935:45-49;REDDAWAY l939:13]。

 ニ ュ0ヨ ークのユゼフ ・ピウス ツキ研究所 にプロニス ワフの日記 が保存 されている。

これは1882年1月 か ら1885年9月 まで彼が折 りにふれて書 き綴 ったもので,大 変 に貴

重 な資料 であ る。同研究所 の好意 でそのマイク ロ ・フィルムが東京大学の吉上 昭三氏

の許 に届 けられているが,残 念 なが ら筆者 はまだ閲読の機会 に恵 まれ ていない。幸 い

その一部 はイェンジェイェヴ ィチ編 『ユ ゼフ ・ピウス ッキ年譜』 に収録 されているの

で,こ こか ら適宜転載 させていただ く事 にす る。

 「1883年12月4日(日)"わ れわれは リ トワニ アとジュムーチにお ける1863年 蜂 起

の歴史を朗読 した"」[JpRzEJEwIcz l977:30]。

 これ は間違 いな くスプ ーイニ ャの 「例会」の記録 である。 ジュムーチとは リトワニ

アの一地方で,ピ ウスツキ家 もビル レヴ ィチ家 もここに由来す る事か ら,「 例会」の

主宰者は プロニス ワフだ ったのではなか ろうか。

 それ はさてお き,プ ロニス ワフは終始 スプ ーイニ ャの中心 メ ンバ ーであ り続 け,特

に会員数が40名 に達 した最盛期 には組織者 と しての手腕 を遺憾な く発 揮 した。 プ ロニ

スワフの友人 である作家 シェロシェフス キによ ると,「 この分野では彼 の方 が弟のユ

ゼフよ り優れてお り,ユ ゼフ は 彼 に 従 っていた」[SIERoszEwsKI l921:X]と 評

価 されている。 因みにスプーイニャは,ヴ ィ リニュス のみな らず リトワニア全体を

見渡 して も,最 も早 くに始め られた青年 の 自主教 育運動 の0つ で あった[POB6G-

MALINowsKI l935:45]。   '

 これ もスプーイニャの活動の成果ではあ るが,未 熟 なが らも自らのアイデ ンティテ

ィを問い質 した事を第二 に挙 げておきたい。

 社 会主 義は ロシァ語の衣 をまとって東 よ り,ペ テル ブル グか らヴ ィ リニ ュスへや っ

て きた[PoB6G-MALINOWSKI l935:76]。 プ ロニ スワフの表現を借 りるな ら,「 わ

れわれのサークルで も,新 しい生活の偉大 な る倫理的基盤 としての社会主義 と愛国心

をめ ぐる議論 が始ま る」[SIEROSZEWSKI l921:XI]の で ある。 議論 は 沸騰 し,堂

々巡 りを重 ねる中で,薮 蛇 のように,大 変 な問題 をつつ き出 して しま った。 それが,

自 分たちは何者であ るか という,ア イデ ンテ ィティの問題だ ったのである。 とい うの
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も,ス プーイニ ャの同志 たちは,ポ ー ラン ド語を母語 と しポー ラン ド文化 を体現す る

という自意識を共 有 していたが,彼 らの多 くはまた同時 に,ピ ウスツキ兄弟同様 に リ

トワニアの血筋 も引いていたか らであ る。 激論の末,「 われ らは"リ トワニアの ポー

ラン ド人"で あ り,わ れ らの任務 は,こ の国においてわれ らが後見者 たるべ き他の

"よ り弱い"諸 民族 に対 し危 害や圧 迫を加 える事 な く
,ポ ー ラン ド文化(polsko§6)を

維 持す ることにある。」 とい う決議が採択 された,と プロニスワフはシェロシェフス

キに語 って いる[SIERoszEwsKI l921:XII]。 激 論の内容 は遺憾なが ら伝え られて

いない。 これが唯一 のあ りうべ き帰結 とも思 えず,こ の他にどのよ うな異論が 出たの

かも知 りたい ところだが,プ ロニス ワフの個人的発言 も含めて,定 かで はない。 プロ

ニス ワフとしては,凡 そ30年 後 に流浪の身でこの同 じ難問に直面す る事 とな るのであ

る。

 第 三 には,ピ ウスツキ兄弟が自 らの リトワニア意識を行動 で示 した事実を挙 げねば

な るまい。 当時 の リ トワニ アには,ま だ リトワニア語で生活 して いる リトワニ ア人 が

大勢 いた。地方の農村ではポー ラン ド化 した地主 ・士族層 に対 して,い まだ多数派を

形成 してお り,首 都のヴ ィ リニュスです ら職人層 の多数 はこのよ うな リトワニア人で

あ った。兄弟 はヴ ィ リニ ュスの職人 たちを密かに集めて,ポ ーラン ド語 の読み書 きを

教 えたので ある。「それが当時のヴ ィ リニュスでは既 にとて も危険な ことであ り,"ロ

シア国家の安寧を脅かす"犯 罪 と して シベ リア流刑 に処せ られ る」 に もかかわ らず,

であ る[SIERoszEwsKI l 921:XI-XII]。 兄 弟 のこの行動 を,労 働者 との連帯を求

める戦術 と評価 するむ きもある[HUMPHREY l936:32-33]け れ ども,同 意で きな

い。 も しそ うだ とする と,プ レハ ーノブの 「労働解放団」 とほぼ同時期 にヴィ リニ ュ

スで も同一 の戦術 が選択 された事 にな るが,兄 弟 は リトワニア人 の労働者 に対 しての

み働 きかけを行 ったのであり,ユ ダヤ人,白 ロシア人,タ タール人 は対象外だ ったか

らである。 これ は無論人道的立場か らな され た ものだが,そ れに加えて,対 象 の選択

においては兄弟 の身 内意識が強 く作用 した ものと思われ る。 その証拠 に,プ ロニス ワ

フは これを契機 に 「リトワニァ語 を熱心 に学び始め る」[SIERoszEwsKI I921:XII]

の で あ った。

 プ ロニスワフの青春時代を このよ うに政治活動,正 しくは反体制運動一色 で塗 り潰

す ことは,無 論で きな い。彼には彼な りの夢 と希望 と挫折 と,そ して恋 があ った筈で

ある。彼が四半世紀後に再 び ヨー ロッパへ戻 った時,既 に人妻 とな っていた幼馴染み

のマ リアと再会 し,結 婚 す ることになる[安 井 1971:31,38]が,そ の出会 いと恋

語 らいの場所は,こ こヴ ィ リニュスであった筈 である。
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 彼 の 日記 には,さ らに無邪気 な一面 も認 め られる。

 「1882年2月27日(土) (前 略)月 曜 日は皇帝の一回忌,火 曜日は今の皇帝 の即位

式の 日だか ら,10時 に教会 に来 るように,と カル ピンス キ訓辞。」

 「1882年3月1日(月)今 日はギムナジウムに行 ったが,教 会 はさぼる。12時 ま

で ジュークとチ ェスを して,一 寸,授 業 に出る」[JpRzEJEwIcz l977:22]。

 「1883年5月15日(日)皇 帝 ア レクサ ン ドル3世 の戴冠式。 街中に祝砲,教 会の

鐘。"窓 辺 に2本 ずつ ローソクをとも し,絶 や さないよ う注意すべ し,と の こと"」

 「1883年5月16日(日)僕 たちは皆,ス パスカヤ教会へ追 い込まれた。 生徒全員

が列席 した」[J恩DRzEJEwIcz l977:26]。

 少 々解説を加 えよ う。最初の記事 は,ギ ムナジウムの校 長カル ピンスキの訓辞を メ

モ した もので,一 回忌 を迎 えるのは,1881年3月1日(露 暦)に 「人民 の意思」党 に

よ って暗殺 されたア レクサ ンドル2世 で,今 の皇帝 とはその息子 ア レクサ ン ドル3世

の ことであ る。ア レクサ ン ドル3世 は,父 の喪 に1年 間服 した後即位 し,さ らにその

1年 後 に漸 く戴冠 の儀 に及んだ次第 で,最 後 の記事 か らは戴冠式の祝典 ミサへ無理矢

理列席 させ られた悔 しさが窺え る。さす がの ピウス ツキ兄弟 も,こ れだけはエスケー

プ出来なか った ものとみえ る。

 と ころで・当時の兄弟 は知 るよ しもなか った事だが,4年 後 には兄弟 とも,他 な ら

ぬ ア レクサ ン ドル3世 に対す る暗殺未遂事件 に巻 き込まれて逮捕 され,兄 はサハ リン
,

弟 はバ イカル湖 の北方 にあるキレンス クへ流刑 とな り,か てて加 えて,プ ロニス ワフ

はア レクサ ン ドル3世 の死 去に さい して発せ られた恩赦令 によって減刑 され るという

具合いに・ このロ シア皇帝 とは浅 か らぬ縁で結ばれていたのであ る。 その上,暗 殺未

遂事件の遠 因が,後 に述べ るよ うに,ア レクサ ン ドル2世 の暗殺 に求め られ るとす る

と,日 記に記 された・同帝の一 回忌の 日の兄弟の行動 は,余 りにも無邪気 に過 ぎると

言わざ るを得な い。

 1883年 か ら1884年 に かけて,プ ロニス ワフは個人的 にかな りこたえた2件 の出来事

に耐えねばな らなか った。恐 らく,こ れは彼の人生で最初の挫折 と言 ってよいだろ う。

 1883年6月10日,年 度末 試験の結果が判明 し,ユ ゼフは7年 へ進級 したのに,プ ロ

ニス ワフは落第であ った。 同日の日記には 「今 日は落第の事が脳裏を去 らず
,0日 中

気が晴 れなか った。考え事 を しなが ら歩 き回 り,殆 ど何 も食 べなか った。いろんな計

画を練 って はみ るのだが,ど れ もこれ も気を重 くさせ るばか りで,す っか り滅入 って

しま った。」[海DRzEJEwlcz l977:27]と 記 されている。 いつ もな ら,6年 の現級

に留 め られて傷心 のプ ロニスワフを優 しく慰 めて くれ る筈 の母 マ リアも,折 悪 しく重
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病 で臥せ って いた。

 母 の容体 は悪化す るばか りで,11月5日,ワ ル シャワか ら招 いたコシンスキ博士執

刀の手術 も甲斐な く[JpRzEJEwIcz 1977:29],遂 に 翌1884年9月1日,マ リア ・

ピウスッカは42年 の生涯 を閉 じる。遺骸 は,母 の母方の ミハ ウォフスキ家 の墓地 に葬

られた。

 「母 の死 は ピウスッキ家 にとって大 きな痛手だ った。プ ロニ シ(プ ロニスワフの愛

称)の 日記 は1884年8月5日 か ら12月27日 まで空白である」[J昇DRzEJEwIcz l977:

31]。 プ ロニスワフの受 けた打撃 もそれ程大 きか ったのであろう。

 母 の重病に もかかわ らず,こ の年 の学業 は順調で,プ ロニスワフは無事7年 へ,ユ

ゼフは8年(最 終学年)へ 進級する[J昇DRzEJEwlcz l 977:31]。 近所 に住む伯母

のステファニア ・リプマ ヌヴナが亡 き母 に代わ って家事 を取 り仕切 るも,代 役は所詮

代役 である。父 ユゼフは,賃 貸 に出 した領地の経営に忙殺 され て家を明けが ちで,そ

のうちに次姉 のゾーフィァが母 の主治医 カデナ ーツ ィ博士 に嫁 ぐと,ピ ウス ツキ家は

解体を始 める[SIEROSZEWSKI l921:XII]。

 1885年6月,プ ロニス ワフはギムナジウムの7年 を修了 した。丁度 その頃,学 校当

局がスプーイニャの存在 を嗅ぎ付 け[SIERoszEwsKI l 921:XII],こ の ためプ ロニ

スワフは放校処分を受ける[ARMoN l981:305-306]。 ピ ウス ツキ家では,や むな

く 「プロニ シをペテルブルグへ遣 り,そ こでギムナジウムの卒業試験 に挑戦 させ る事

にな った」[J即RzEJEwIcz 1977:32]の で ある。彼 は9.月 にヴ ィリニ ュスを離 れ,

ペ テルブル グではひ とまず親戚の家に落 ち着 いた[ibidem]。

 一 方,弟 のユゼ フは卒業試験 にも合格 して,め でた くギムナ ジゥムを卒業,同 年秋

には,ハ リコフ大学医学部入学のため騎馬 でハ リコフへ向けて旅立 った[JPRZEJE-

wlcz l977:32-35]。 これまでは何 をす るにも一緒 だ った年子の兄弟が,か くて独

り立 ちし,ロ シア帝 国の北 と南へ別 れて行 ったのであ る。兄18歳,弟 は17歳 だ った。

ii.東 へ

ii-1,ペ テ ルブル グにて

 ピ ョー トル大帝の建設 した この北 の都 に,プ ロニス ワフ ・ピウス ツキは1885年9月

か ら約1年10か 月 ほど生 活 した。 しか し極 めて遺憾 なが ら,こ の間の彼 の動静 は,皇

帝暗殺未遂事件絡みの情報を別 にすれ ば,全 くと言 ってよいほど知 られていないので

ある。ただ当初の1年 間は,か なり真剣 に卒業試験 と取 り組んだ事が推測 され る。な

ぜな らば,彼 は卒業試験 に見事合格 して,1886年9月 には念願のペテル ブル グ大学法
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学部へ入学を果た しているか らであ る。 シェロシェフスキによると,「 彼 は仏,独 両

語 に優れ,ま た露語 に堪能であ り,白 ロシア語 を上手 に,そ して リトワニァ語 は少 し

話 した。概 して言 えば,語 学の才に恵まれていた。彼 は熱意を もって学業 に取 り組ん

だ」[SIEROSZEWSKI 1921:XII]。

 ところで,当 時ペテル ブルグで勉学 中 の 大学生 は 出身地別 に郷友会 を組織 して い

た。80年 代前半 に 「人民の意思」党 の指導で盛 り上 がった学生運動 も,政 府の大弾圧

によって鎮静化 され,郷 友会 のみが細 々と相互扶助的活動を実践 していたのであ る。

当時 のペ テルブルグには20ぐ らいの郷友会組織 が存在 したが,そ の加入 が発覚 すれば

退学処分 さえ受けかねない秘密サー クルであ った[佐 々木 i977:123]。

 ヴ ィル ノ郷友会 の指導者 は,ユ ゼフ ・ウカ シェヴ ィチという地質学専攻 のペテル ブ

ル グ大学生だ った。 ところが,ウ カ シェヴ ィチはヴィ リニ ュスのギムナ ジウムで プロ

ニス ワフの2年 先輩 であったか ら[POBﾓG-MALINowsKI 1934:25;1935:90],両

者 は中学時代か ら面識 があった筈 で,上 京 したプ ロニスワフが相談 に行 く相手 と して

は,ま ず筆頭に挙 げ られ るべ き人物 である。彼はまたポーラ ンド人学生全体 の リーダ

ー格 で,ワ ル シャワで有罪判決を受 けた 「プ ロレタ リア0ト 」党 員の救援資金調達の

ために 「音楽 とダ ンスの夕べ」 を開催 した り,同 時に互助会 の出納係 りも勤め ていた

[POB OG-MALINOWSKI l 934:25;1935:90-91]か ら,受 験勉 強中の貧乏生徒 プロ

ニスワフにとっては頼 も しい先輩 だ った ろう。 ひ ょっとす ると,「 音楽 とダ ンスの夕

べ」 には プロニスワフが参加 していたのではあるまいか。

 ユ886年 の 初秋,大 学 では年度 が改まって多数 の新入生(そ の うちにプ ロニス ワフも

いた)を 迎えてほどな く,学 生 運動 に2つ の画期 的な動 きが見 られた。一つ は,ネ ヴ

ァ河 の対岸の ワシー リー島(こ こにはペテルブルグ大学が あり,そ れ故最 も多 くの学

生 が居住 していた)に 「学生 傘堂」 が開設 された事 である。学生 た ちには大好評 で,

連 日数百入が ここで昼食 をとり,自 由に交流 し,忌 揮 な く意見を交換する事が 出来 る

よ うにな った。多 くの貧 しい学生 には無料で食事が提供 され た。 こう して,忽 ちのう

ちに学生の溜 り場が生 まれたのであ る。 これ らすべての音頭取 りを したのが,ハ リコ

フ大学か ら転学 して きたペテル ブルグ大学生 の ピョー トル ・シェヴ ィ リョフと ウカシ

ェヴ ィチと の両 名であった[POBﾓG・MALINOWSKI 1934:26;1935:91;佐 々木

1977:123]。

 今 一つ は,や は り上記の両名を中心 と して進 め られた郷友会連合 の結成 である。各

郷友会 はそれまで図書 の相互貸借程度の交流 しか行 っていなか ったのを,2月19日 の

「農奴解放25周 年記念 日」 に久 々に成功 した墓参 デモを契機 に,統 合 の気運が生 まれ,
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このほど正式 に発足の運び となった ものである。連合傘下 の郷友会は13～14ぐ らいだ

った と言 われ るが,こ こでは,ド ン,ク バ ン地方の コサ ック郷友会代表 としてオ レス

ト・ゴヴォル ー ヒン,そ して シムビルス ク県,ヴ ォルガ流域 の郷友会を代表 してア レ

クサ ン ドル ・ウ リヤノブ(レ ーニ ンの兄)が 連合評議会 のメ ンバ ーだ った事実 を記す

にとどめよ う[佐 々木 1977:122-123;POBﾓG-MALINOWSKI 1934:26;1935:

91-92)。

 郷 友会連合 は 「力試 し」 として,1886年11月7日 の作家 ドブ ロリューボ ブの25回 忌

を期 して墓参 デモを企画 し,敢 行 した。今 回は,2月19日 の 時とは違 って,墓 のある

ヴォル コヴ ォ墓地 が警官隊 によ って包囲 され,代 表の献花のみが許 された後,解 散が

命 じられたため,デ モ隊は結局 ネフス キー大通 りで機動隊 と衝突 し,40名 と も150名 と

も伝 え られ る逮捕者 が出た。 逮 捕者 はその後 ペテルブル グか ら追放 された[POBﾓG-

MALINOWSKI 1934:27;1935:92;佐 々木 1977:122,124]。 大 量の逮 捕者に も

かかわ らず主催者 は,こ の1500名 もの参加者 を集 めた大デモを成功 とみな した ようで

ある。 何よ りもまずは,学 生 の力 の結集 と示威 が実現 した こと,参 加者の多 くが警

官の横暴 とデモ側 の 戦術の欠如 を 実感 した ことが多 とされ,次 いではかな り短絡 し

て,力 には力を,即 ちテロル の 問題 が 「組織 的テ ロル」の形で提起 され たの である

[POB OG-MALINOWSKI 1934:27-28;1935:93-94;佐 々木 1977:136-137]。

 郷 友会連合の主 唱者 だ ったウカ シェヴィチとシェヴ ィリョフは連合 をはなか ら革命

組織 と位置付 け,そ の後 に展開 した様 々な活動は,学 生の間に革命 的情況を醸成す る

事 もさることなが ら,む しろそこか ら革命 の戦士,「 最 も責任感 が強 く,"寸 毫 の迷 い

な く"革 命の大義へ奉仕 する用意ある分子」[POBﾓG-MALINOWSKI 1934:26;1935:

92]を 捕捉す る事 を目的 と していた。後述の ように,わ がプロニス ワフも結果的 には

ウカ シェヴ ィチによって 「捕捉」 された事 が明 らかだが,そ れが何 時,如 何 に してな

されたかは,必 ず しも明 らかでない。ただ し,少 な くとも1886年 の 秋以 降,即 ち法学

部1年 生 となった プロニス ワフは,も ろに上記の動 きの渦 中にいた訳で,「 学生 食堂」

では単 なる利用者であ るばか りでな く,そ の運営に協力 した可能性す ら充分 に考 え ら

れ,さ らに言え ば,入 学早 々に組識 された 「ドブロ リューボブ ・デモ」 には,そ の後

の彼 の行動様式か ら察す るに,参 加 しなか った筈はない と断言 できる。 しか し,こ れ

らはあ くまでも蓋然性であ って,実 の ところは残念なが らよ く判 らないのである。

 ペ テルブルグにおけるプロニスワフの所在 が紛 う方 な き事実 として確認で きるのは,

彼 が1887年3月14日,下 宿先 で 逮捕 された時 で あ る[強DRzEJEwlcz 1977:38]。

大 変 に皮肉な事 であるが,こ れ以降のプ ロニスワフは権力 の厳重 な監視下 に入 ったた
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め,尋 問,裁 判 などを通 じてそれ以前の動静 もち らほ らと明るみ に出されるとともに,

彼 の肉声 らしき ものも聞 こえて来 るよ うになるのである。 それに して も,何 故に彼は

逮捕 されねばな らなか ったのだろうか。

 話 は数か月前 に遡 るが,前 記 のウカ シェヴ ィチ とシェヴィ リョフは,権 力 と直接対

峙す るためにテ ロリス ト組織 を結成 した。 これが何時正式 に発足 したかは,必 ず しも

明 らかでないけれ ども,ウ カ シェヴ ィチの回想 によると,両 名は1886年 の10月 末 か11

月 初 めに友人の ドミー トリー ・ズヴ ェ リェフへ参加を呼びかけた ところ,後 者 は自分

の代わ りに信頼 のおける友人 のワ シー リー ・オ シパ ーノ ブを推薦 して きた[」LUKA-

szEwlcz l981:32]と あ るか ら,遅 くと も 「ドブロ リューボブ ・デモ」の準備段階

には既 にオル グが進行 中であった と考 えて よい。 この テロ リス ト組織は後に 「人民 の

意思党テ ロリス ト・フラクション」 と正式 に名乗 るようにな るが,実 のところ弾圧 の

結果 消滅 していた 「人民 の意思」党 とは組織的 にも人脈的 にも何 ら関わ りな く,理 論

面 では折衷主義,実 践面 では 「入民 の意思」党のエ ピゴーネ ンである,と 言う トロツ

キーの厳 しい極 め付 けが恐 らくは正鵠 を得 ているだ ろう。幸 いに も,こ のテロ リス ト

組織 とその活動 に関 しては埼玉大学 の佐 々木照央氏が詳細 かつ明快な論文 「ア レクサ

ン ドル ・ウ リヤ0ノ ブと 「人民の意思」党 テロフラクション」 を発表 してお られ るの

で,特 にその思想史 的,社 会 ・政治運動 的評価 につ いては 同論文[佐 々木 1977]

を参 照 された い。

 ウカシェヴ ィチ,シ ェヴィ リョフらの掲げ る 「組織 的テ ロル」の第1の 標的 とされ

たのが,皇 帝 アレクサ ン ドル3世 である。皇帝暗殺計画は1886年 の 暮れか ら1887年1

月 中旬 にかけて練 り上げ られた[PoB6G-MALINOWSKI 1934:28-29;1935:94ユ 。

彼 らは直 ちに分業体制を敷 き,実 行部隊の組織 化を シェヴ ィリョフ,そ して爆弾製造

と資金調達 は ウカ シェヴ ィチ が 指揮 する事 になった[POBﾓG-MALINOWSKI 1934:

26;1935:91]。 既 述のよ うに,ウ カ シェヴ ィチはヴ ィ リニ ュスの出身だか ら,彼 の

オル グの触手 は当然の成 り行 きとしてヴ ィ リニ ュスの出身者並びに在住者へ も伸 ばさ

れ,か くして ピウスツキ兄弟 も 「捕捉」 され るところ とな ったのである。以下で は・

プ ロニス ワフに照準を合わせつつ,「 事件」の経過を追 うことに した い。

 ..年1月 の半 ば,私 用で上京 して きたヴ ィ リニュスの革命組織 の指導者 ア ン トニ

・グナ トフスキにペテル ブルグのテロ リス トた ち(そ の中にウカ シェヴィチの いた事

は確実で,さ らに言えば,彼 は自分か らウカ シェヴ ィチを訪ねたのではないか と思わ

れ る一 筆者注)が 接触 する。皇帝暗殺計 画を打 ち明け られたグナ トフスキは,協 力

を約 してヴ ィ リニュスへ戻 った。 その際 に引 き受 けた初仕事が,当 時の帝都では既 に
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入手 が困難 とな っていた劇薬 ス トリキニーネ とア トロピンの大量調達であ った。 グナ

トフスキは同志 のイザー ク ・デ ンボと相 談 して,た またま ク リスマス休暇で帰省 中の

プ ロニスワフ ・ピウス ッキに白羽 の矢を当てる。 プロニス ワフは,「 恐 らく暗殺計画

については何 も知 らされないまま」それを引 き受 け,実 行 した。薬品の入手 を知 った

グナ トフスキは,(予 定の行動だ った と思われ るが  筆 者注)ペ テル ブルグ への 運

搬を も改 めて プロニス ワフに依頼 した。プ ロニスワフはため らいを覚えなが ら,遂 に

それ も引き受 けて しま った。 しか し幸 いな事には,次 に述 べ るよ うな経緯のためにプ

ロニスワフはこの責 を免 れ る事 がで きたのである[POBﾓG-MALINOWSKI l934:29;

1935:95]。

 一 方 ペテル ブル グでは,ダ イナマイ トの原料 である硝酸の製造 が間に合わず,こ れ

またグナ トフスキの助 力を仰 ぐ事 に決 した。 ウカ シェヴ ィチは,ヴ ィリニ ュスでペテ

ルブルグか らの使 節を安全 に受 け入れて くれる人物 の照会 が シェヴ ィリョフか ら届 く

や,直 ちにプロニス ワフの名前 を告げた ものの,住 所を知 らないため,そ れをプ ロニ

ス ワフの学友 コンスタ ンテ ィ ・ハ モ レッキに問い合わせ る必要 があ った。か くして,

使 節に指名 されたペテルブルグ大学生,ミ ハイル ・カ ンチ ェルは2月12日,ウ カ シェ

ヴィチ とハ モ レッキか らの2通 の紹介状を携え,硝 酸,ピ ス トル2丁,1.5オ ンスの

ス トリキニーネ,そ して100ル ー ブル のカンパ をヴィ リニ ュスで調達せ よとの密命 を

帯びて,ピ ウスツキ家 の 扉 を 叩 いたのである[J喜DRzEJEwIcz l977:38;」LuKA-

szEwIcz 1977:36;POBﾓG-MALINOWSKI 1934:29-30;1935:96]。

 ウクライナ入学生の カ ンチェルはまだ暗殺計画を知 らされ ておらず[2LUKASZEWICZ

l977:36],ま た プロニスワフとは大学内で軽 い面識 もあ ったか ら,ピ ウスツキ兄弟

の案内で市 内観光 も楽 しんだ ようであ る。 その途中で兄弟 はデ ンボと連絡 をと り,デ

ンボの手引 きによ りカ ンチェル は路 上でグナ トフス キと会 い,ペ テルブルグの要請を

伝え る事ができた。 グナ トフス キは直 ちに ピス トルの調達 をプ ロニス ワフに依頼 した

が,不 首尾に終 わ ったため,プ ロニス ワフはカ ンパの費用 の うち40ル ーブル をポケ ッ

ト・マ ネーで立 て替 えて埋め合わせを したのだ った。夜 になるとカンチ ェルは伯母の

ステフ ァニ ア ・リプマヌヴナの家 に案 内 され,兄 弟 とも泊 り込みで何 くれ とな く彼の

面倒 を見 た[PoB6G-MALINowsKI l934:30;1935:96]。

 翌2月13日 早朝,プ ロニスワフはカンチェルの世話を弟 のユゼフに託 して,ペ テル

ブルグへ 出発 した。ユゼ フは兄 の言 い付 け通 り,街 の地理に不案 内なカ ンチ ェルのガ

イ ドを買 って出て,グ ナ トフスキ,デ ンボとの再度 の会談のお膳立 ても した。 その際

グナ トフスキに紹介 された薬剤 師,テ ィ トゥス ・パ シsコ フス キを通 じて,カ ンチ ェ
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ルは必要 とす るすべ ての化学薬 品のみな らず,ピ ス トルまで も入手 が叶 い,使 節の面

目を施す事がで きたのである。彼 は2月15日,2箱 に納めた化学薬品 とピス トルを携

えてペテル ブル グへ帰着,駅 頭 に出迎えた アレクサ ン ドル ・ウ リヤノ ブに手渡 した。

しか し後 に判明 した ところによると,薬 品の うち硝酸 は品質が悪すぎて使 いもの にな

らず,ま た劇薬 も量が少 なす ぎたと言われ る。 カンチ ェルはまた,150ル ー ブルのカ

ンパをプ ロニス ワフ ・ピウスツキ経 由 で届 けると言 うヴィ リニ ュス の 同志 た ちの 伝

言 も託 されていた。 数 日後に150ル ー ブルが到着 する と,プ ロニス ワフはヴィ リニュ

スで用立てた40ル ーブルを差 引いた残 りの110ル ーブルを ウカシェヴ ィチに届 けて い

る[海DRzEJEwIcz l977:38;」LuKAszEwIcz l977:37;PoB6G-MALINowsKI

1934:30-31,1935:97]。

 ヴ ィ リニ ュスの革命組織 の協 力はその後 もさまざまな形 で継続 され るが,以 下 では

ピウスツキ兄弟 が直接 に関わ った と思 われる2つ の挿話に限 って略述 してお こう。

 まず,ペ テルブル グのテ ロ リス ト組織 の要人2名 の国外逃亡幕助が その0で あ る。

これは,3月4日,別 件で警察の執拗な尾行 を受 け,逮 捕は もはや時間の問題 とな っ

たオ レス ト・ゴヴォル ー ヒンと円満裡 に戦列 を離脱 したニ コライ ・ル デヴィチの両名

が亡命のためヴィ リニュスへ逃 げて来 たので,彼 らの国外脱 出に手 を貸 した ものであ

る。 その際ユゼフ ・ピウスツキは ゴヴ ォルー ヒンを 自宅 に 泊めただけでな く,グ ナ

トフスキの指示 によって彼の出国をペテルブル グのプロニス ワフ宛 に打電 して もいる

[J璽DRzEJEwIcz l977:38;POBﾓG-MALINOWSKI 1934:31;1935:97]。

 そ の二 もほぼ同 じ頃の 出来事だが,ペ テルブルグのウカシェヴ ィチよ り,彼 が製造

した爆弾のテス ト要請 があ り,爆 弾 も送 られて来 たので,ヴ ィ リニュスでは町の郊外

で密 かに爆発実験 を試みた もので ある。実験成功 を伝え る電報 がペテル ブル グへ送 ら

れた[PO$ﾓG-MALINOWSKI l934:31;1935:97-98]。 この際 は,誰 が打電 したの

か定 かでないけれど も,ウ カ シェヴ ィチ もグナ トフスキも革命家 としての警戒 心は充

分 に備えて いたよ うだか ら,こ こもや はりユゼ フか らプロニス ワフへ送 られた と見 る

のが順 当であ ろう。

 3月9日 の夕刻,ペ テルプル グの テロ リス ト組織 はカ ンチェル とピョー トル ・ゴル

クンの同居す る下宿 において,最 初で最後の総会 を開催 した。初顔合 わせ の者 もかな

りあ った。3月1日 に突然,結 核療養のため ク リミアへ旅立 った シェヴ ィ リョフに代

わ って,ア レクサ ン ドル ・ウ リヤノ ブが主宰 した。総会 ではア レクサ ン ドル3世 暗殺

計画の詳細 が述べ られたあ と,爆 弾 の構造 とその使 用法 が説明 され,さ らに爆弾 が不

発の際には皇帝の馬車 に近付 いて,至 近距離か ら皇帝へ 向けて ピス トルを発射す ると
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い う決議iが採択 された[POBﾓG-MALINOWSKI 1934:32;1935:99;佐 々木 1977:

126-127]。 わ がプロニス ワフは,果 た して この総会 に出席 して いたのだろうか。

 総 会の終了後,ウ リヤノブは実行部隊 の指揮者 であ るオ シパ ーノブに対 して 「テ ロ

リス ト・フ ラクシ ョン」 の政治綱領を特訓 して,逮 捕 に備えた[PoB6G-MALINOWSKI

1934:32;1935:99-100]。

 ウ リヤ ノブは引き続 いて 「人民 の意思党 テ ロリス ト・フラク ション綱領」 の執筆 に

とりかか った。3月11日,こ れを搦筆 した ウリヤノブは,直 ちにその印刷 を開始す る

が,結 局ゲ ラ刷 りが仕上が っただけで,遂 に完了 には至 らなかった。 この際 に印刷 の

場所 と して 自らの下宿を提供 したのがプ ロニスワフ ・ピウスッキであ るが,そ れ は ウ

カ シェヴィチの 依頼 に応 え た もので あつた[J恩DRzEJEwlcz 1977:38;ヱuKA・

szEwIcz 1981:46;PoB6G-MALINowsKI l 934:33;1935:100]。

 総 会の明 くる 日の3月10日,オ シパ ーノブを指揮者 とする実行部隊が皇帝 の姿を求

めてネフス キー大通 りへ初出動 した。一行 は投弾係のオ シパーノフ,ワ シー リー ・ゲ

不 ラロフ,パ ホーム シュ ・アン ドレーユ シュキ ンと信号係のカ ンチ ェル,ゴ ル クン,

ス チェパ ン ・ヴォ ロホフの6名 で,投 弾係 は爆弾 と ピス トルを隠 し持 っていた。 この

日は皇帝が イサー ク寺院へ行幸す る事にな っていたが,遂 に姿 を見せず,一 行 は空 し

く引 き揚げ ざるをえなか った。3月12日 の第2回 出動で も,実 行部隊 は待 ちぼ うけを

喰 わされ る結果 とな った。翌13日(露 暦3月1日)は,1881年 に暗殺 された先代皇帝

の6回 目の命 日に当たるので,皇 帝のぺ トロパ ヴ ロフス ク要塞詣で は必 至 と言 う事で,

一 同は決行 を誓 いあ って解散 した の で あ る[PoB6G -MALINOWSKI 1934:32-33;

1935:94-95,100]。

 さて,3月13日 の午前10時 頃,ネ フス キー大通 りの アニチ コフ橋付近を遊 文中の実

行部隊 は警察の不審尋 問に遭 って一網打尽 に逮捕 され,か くてア レクサ ンドル3世 暗

殺 計画 はあえな く未遂に終 わって しま った。逮捕 の糸 口とな ったのは,ア ンドレーユ

シュキ ンが恋入の セル ジュー コワに宛てた2月27日 付 けの手紙 である
。開封検 閲で,

死 地 に赴 く決意 と皇帝暗殺を示唆す る内容 が轡め られて,ア ン ドレーユ シュキンが割

り出されるまで にそ う時間 はかか らなか った。以来彼 は要注意人物 と して警察 にマー

クされていたのであ る。その彼が3月12日 に ネ フスキー大通 りで5人 の若者 と連 れ立

ってい るところが見轡 め られ,翌 日も同 じ顔触 れがネ フスキー大通 りで確認 されたた

め身柄 を拘束 して取 り調べ を受 ける羽 目に陥 った次第で ある。警察 は逮 捕時まで,皇 帝

暗殺計画 につ いては全然情報 を掴んで いなか った。0方,ア レクサ ン ドル3世 は この

日,馬 車の手 配に手聞 どって出発 が30分 遅 れた[佐 々木 1977:120,127;INouE
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1985:3-4;JゆRzEJEwlGz 1977:38;POBﾓ G-MALINO WSKI 1934:33;1935:

100-101]。 皇 帝 が定時 に出発 していた場合, も しかす るとこの暗殺 計画は未遂 に終

わ って いなか ったか も知れない。

 逮 捕 された6名 の うちカ ンチ ェル とゴル ク ンは,取 り調べ に耐え切れず,そ の当 日

か ら自白を始 め る始末 で,こ の結果,13日 に ウ リヤノ ブ,14日 に ウカ シェヴ ィチ とプ

ロニス ワフ,そ して19日 に はヤルタで シェヴ ィ リョフと言 う具合 に殆 どすべての関係

者が逮 捕 されてい った。ただ グナ トフスキとデ ンボだけが,国 外脱出 に成功 して逮捕

を免 れた。カ ンチ ェルはさ らに,ヴ ィリニ ュスへ出張する警官 に同行 して,捜 査に協

力を惜 しまなか った。 か くしてユゼフもヴィ リニ ュスで22日 に逮 捕 されて,4.月1日

には他の仲 間 ともどもペテル ブル グへ 護 送 さ れ た[J即RzEJEwlcz l977:38-39;

PoB6G.MALINowsKI 1934:33-34;1935:101]。

 逮 捕者 の うち起 訴された15名 の被告 は,4月27日 か ら5月1日 まで元老 院に特設 さ

れた法廷 で審 理された。5月1日 の判決 は全員が絞 首刑 であったが,罪 状 を認 めた者

や嘆願書 を出 した者 につ いては, ドス トエ フスキーの小 説に もあるように,「 皇帝陛

下の慈 悲」 によ って罪一等が滅ぜ られて,以 下のよ うな量刑 が確定 した。死刑一 ウ

リヤノ ブ,シ ェヴィ リョフ,オ シパ ーノ ブ,ア ンドレ0ユ シュキ ン,ゲ ネ ラロフ,無 期

懲役一 ウカ シェヴ ィチ,ノ ヴォル ースキー(爆 弾製造 に場所 を提供),懲 役20年 一

アナニイナ(爆 弾製造 の場所 を提供),同15年 一 プロニス ワフ ・ピウスッキ,同10

年 カ ンチ ェル,ゴ ル クン,ヴ ォ ロホフ,パ シュコフスキ,シ ベ リア追放一 シュ

ミドワ(爆 弾 を運搬),禁 固2年 一 セルジュー コワ(ア ン ドレーユ シュキンの恋人)。

ウ リヤノ ブ以 下5名 の死刑 囚は,5月20日 シュ リッセル ブル グの刑場 で絞首刑 が執行

された。 その他 に約50名 が行政的措置 によって(即 ち,法 廷手続 きを経 ないで)シ ベ

リアへ送 られた。例え ば,証 人 と して喚問されたユゼフ ・ピウス ツキは,懲 役5年 の

刑 で シベ リアへ 流 されたのである[佐 々木 1977:120;INouE l985:5;JゆRzE-

JEwIcz l977:39;』LuKAszEwIcz l981:78;POBﾓG-MALINOWSKI l 934:34;

1935:104]。

 プ ロニスワフの量刑 「サハ リン島流刑,懲 役15年 」 が妥当か,そ れ とも重す ぎるか

は問 うまい。それ は裁 判官の仕事だか らである。 しか し彼が何 ゆえに有罪 とされたか,

彼 に対す る告発 は何であ ったか は,明 らかにされ ねばな らない。実 を言 うと,そ れ は

既 に明 らか となってい るのである。 と言 うの も,上 に記 した1887年 以 降の彼 の動静 は,

殆 どすべ てが取 り調べ室 での尋問記録 や法廷 での審理記録 に由来す るか らである。彼

に対す る告発 は,テ ロ リス ト組織の綱 領を印刷す るために 自分 の下宿を提供 した事,
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ペ テル ブル グとヴ ィ リニュスの両組織を結 びつ けるために手 を貸 した事 の2点 に尽 き

る。 いずれ も二つの ものを結 びつ けるフィクサーの役割 であ り,こ こにこそプ ロニス

ワフの才能が存す ると言 って も過言で はない。 ところが権力 は彼 の この才能の所 産を

犯罪 と認定 したわけで,彼 にとって は甚だ不幸 な事であ った。

 やや視点をず らして,こ の皇帝暗殺未 遂事件 とプロニス ワフの関わ り合 いを問題 に

してみ たい。 これ には客観的側面 と主観的側面 があ るか ら,ま ず前者 か ら検討す る。

 客 観的 にみ るな ら,1887年1月 以前はテ ロ リス ト組織 と直接 の交渉 はなか った とみ

てよい。2月 段階です ら組織 内で彼を知 る者 は ウカ シェヴ ィチだけで,そ の ウカ シェ

ヴ ィチに してか らがヴ ィ リニュスの彼の住所 は知 らなか ったか らである。 カンパに立

て替 えた40ル ーブルをちゃん と回収す るプロニスワフか らも,ホ ッ トな関わ りが感ぜ

られない。 しか るにである。大変 な危 険を冒 して,自 分の下宿 を印刷場 に提供す ると

は,い くらウカ シェヴ ィチのたっての頼みだ ったに して も,余 りに も過激 に過 ぎまい

か。少 な くとも,凡 人の筆者 にはそう思え るので ある。

 主 観的側面 はプロニス ワフ本人 を して語 らしめね ばな らない。幸 いプ ロニス ワフの

法廷 陳述 と してよ く引用 され る箇所が あるので,以 下にそのまま転載す る。「プロニス

ワフ ・ピウスッキは自 らの革命 的見解を隠そ うとしなか ったが,テ ロルには反対であ

った。全体 として彼の役柄 は脇 役だった と述 べてお り,確 かに他 の人 々の手助 けばし

たが,そ れは自分の優柔不 断 と頼 まれた らいや とは言えない性格に由来 す る,と 説明

した」[涯DRzEJEwIcz I977:39, c£PoB6G-MALINOWSKI 1934:34-35;1935:

103]。

 ま た これは弟 のユゼ フの伝 え るプ ロニスワフ発言で あるが,ユ ゼ フは1893年,ロ ン

ドンで発行 のポー ランド誌 『曙光(Przed "swit)』 へ 寄稿 した記事の中で次 のように記

している。 「プロニスワフは皇帝暗殺 事件への自 らの参加 を誤 りとみな して おり,同

事件へ否応 な く彼を引 きこんだ ロシア人 の 仲間た ちの事 を苦 々しげに語 っていた。」

[POBﾓG-MALINOWSKi l935:106-107]。 ユ ゼ フは 刑期を終えて シベ リアか ら帰還

した直後 に これを執筆 してい る。

 逮 捕後 の ピウスッキ兄弟 がゆ っくり対話す る機会 はありえなか った し,こ の当時 プ

ロニス ワフはまだサハ リンにいたか ら,恐 らくは手紙のや りとりの 中で この対話 は成

立 した もの と思われ る。 ところで,法 廷陳述を額面通 り受 け取 る事 は致 しかね るけれ

ど も,プ ロニスワフのそれは上記 の彼 の発言 ともおおむね符合す るところか ら,少 な

くとも事件後 における彼の主 観的評価 はこのよ うにかな り否定 的だ った,と み な して

よかろ う。
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 さて,両 側面を併せ考 え ると,プ ロニス ワフはテ ロ リス ト組織 に対 して思想的 には

共鳴す るも,そ の手段 と行動 を是認で きぬ同伴者,結 果 的には被害者 だ った,と 言 う

のが大勢 であろうか。 しか しなが ら,印 刷場提供 などの事実 は,単 に性格 の弱 さや決

断力の不足 に起因す るばか りで な く,葛 藤を抱 えつつ主体 的に 「歴史」 と関わ った結

果で もあ ったので はなかろ うか。

 事 件関係者 と して逮捕 された者 はすべて,取 り調 べ と裁判 の進行中全 くの隔離状態

におかれ,薪 聞,書 籍 の閲覧 はおろか,面 会 も一切許されなかった。ペテルブル グ在

住の従姉妹,ビ ル レヴィチ ュヴナの ピウス ッキ兄弟 に対 する度重 なる面会 申請 は黙殺

された。ユゼフのあ とを追 って上京 した父親のユゼ フも執拗 に面会請求 を続 けたが,

や っと許可 が下 りたのは判 決の2～3日 後であ った。父親 が息子 の独房にはいるや,

扉 は直 ちに閉 めて施錠 された。 こうして親子は半刻 ばか り水入 らずの対面 ができたの

で あるが,父 は,そ して息子 は,何 を語 ったのだろ うか。その内容 は伝え られていな

い[POBOG-MALINOWSKI l935:107]◎

 父 ユゼ フにはその後,ペ テルブル グの駅頭で今一度 プ ロニスワフと眼差 しを交わす

機会があ った。 プロニス ワフに とって は,こ れが父 との最 後の別れ とな った。

 そ れはプ ロニスワフのペテルブル グ出発の 日の ことである。父 は早朝よ り,警 官の

非常線が張 り巡 らされた駅前広場 の一隅 に立 ち尽 くして,護 送馬車の到来 を待 った。

や っとの ことで馬車 は到着,既 決囚 たちは一人ずつ下車 させ られ,見 送 りの人 々はこ

れを遠 くか ら見守 ったのであ る。 ピウスッキ父子の永 遠の訣別 を,同 行 した ジクム ン

ト・ナグ ロツキは次のよ うに記録 している。「プ ロニ シは,ぐ るりと見回 して,"私 た

ちを認めた"。」[ibidem]。

 プ ロニス ワフはここで護送列車 に乗せ られて,モ ス クワ経由でオデ ッサへ移送 され

た。彼がオデ ッサにいつ到着 したかは明 らか でないけれど も,父 親 の見送 りが可能 だ

った事か ら推 して少 な くとも5月 中にはペテル ブル グを離れた と考 え られ,も しもモ

ス クワに長期留 め置かれなか った とす ると,6月 にはこの南露の港 町に着 いた筈 であ

る。筆者の試算 によれば,遅 くとも7月 の初旬 には[INOUE l985:6],サ ハ リン流

刑を宣告 されたプ ロニスワフと3名 の信号係(カ ンチェル,ゴ ルク ン,ヴ ォロホ フ)

は ロシア義勇艦隊 の便船 に乗せ られ,サ ハ リンへ向 けてオ デ ッサを出発 してい る。 こ

の蒸気船 には,や は りサハ リンへ移送 される600名 もの刑事犯が積 みこまれてお り,

彼 らは恐 るべ き衛生状態 と入的環境 の下 に,ス エズ運河,イ ンド洋,日 本海を,ひ た

す ら 「東」へ向けて航海 を続 けるのだ った[CLARUS 1908:10;INouE lg85:6;

SIERoszEwsKI 1921:XIII]。 プ ロニス ワフは時 に20歳 であ る。
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